
漁場環境保全調査

(1)美保湾水域

岡要二郎，日野佳明

本宗昭，田中伸和

今
岩

Ｉ実施概要

1．鯛蚕時期、

第１回昭和５０年６月２４～２７日

第２回昭和５０年９月２６～３０日

2．鯛査船

やそしま（９．８８ｔ）

3．鯛査項目

海洋調査お里び生物調査（プランクトン）

Ⅱ海洋調査の部

1．鋼蓬方法

（１）調査水域図１に示す。（従来より水域範囲を拡大した）

（２）調査項目誇垈び測定方法

前年度と同じである。
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図１美保湾水域調査定点配腫

基本調査場所（定点）

１境水道出口１′境水道福浦沖

２〃より沖合（２，１００ｍ）

３”（４，２００ｍ）

４島根半島美保湾内（加鼻沖８００ｍ）

５ワケ浜半島大篠津沖（１，５００ｍ）

６地蔵崎沖合（４０００ｍ）

７日野川河口沖合（５０００ｍ）

８淀江町沖合（１，５００ｍ）

９弓ケ浜半島夜見沖合（６０００ｍ）

１０”（１β００ｍ）

１１阿弥陀１１１河口沖合（５０００ｍ）

１２中野沖合（１，５００ｍ）

１３日野川河口皆生沖（５００加）

(補助定点）

１４境水道出□よｂ沖合（１，６００ｍ）

１５”南沖合（１，６００ｍ）

１６大篠津沖合（３４００ｍ）ヅ

１７中野沖合（20000ｍ）

１８皆生沖（1,000ｍ）

１９日野川河口沖合（２，５００ｍ）

２o淀江町沖合（２，０００魂）
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２調査結果総括一表１～２に示す。

(1)調査時の気象

(境測候所観測）
－１８６－

気温（℃）

日平均 最高 最低
風向・風速(､9/6）

日平均 最大
瞬最

間大

天気

6ｈ～18ｈ

18ｈ～６１１

雨

避

(卿同）

潮位時刻・潮位（”）

午前 午後

満 千 満 千

6．２１ 22.1 24.2 20.0 1.8

Ｅ

4２

Ｅ

6.2

曇のち雨

曇時占雨
0.5

2Ｍ

13ﾌﾟｶﾞ、

6．２０

135

12.00

146

19.00

121

2２ 20.9 24.5 19.9 2.1
ＥＮＥ

4.0

ＮＥ

１１．７

曇時々雨

曇
6.5

3．００

146

6．００

1坐

12.30

155

19.40

125

2３ 22.0 25.2 19.8 2.0
Ｅ

3.6

Ｅ

6.5

曇

曇時均雨

※ ※ 12.50

1弱

2０２０

126

2４ 21.7 231 19.3 2.9
ＷＳＷ

7.5

ＷＳＷ

１５２

雨のち曇

鐘
9.5 －※ －※－

14.10

163

21.10

137

2５ 20.5 21.7 18.7 ２０
ＷＳＷ

6.8

ＷＳＷ

1２１

雨

曇時を雨
10.0

5．１０

155

8．３０

153

14.80

168

22.10

128

2６ 20.9 2ａｌ 18.2 1.1

Ｗ

4.2

ＷＳＷ

7.5

曇

曇のち雷雨
４．５

5．５０

149

9.00

147

15.20

157

22.20

130

｝２７ 22.0 25.7 19.0 1.8

ＮＮＷ

4.6

ＮＮＷ

8.5

匡V雨のち
晴一時曇

曇のち雨
5.5

6．１０

1幻

9．２０

145

16.00

154

２ａ４０

－Ｉ:ｒ

9．２３ 22.9 26.7 21.2 1.5
ＮＮＷ

4.3

Ｎ

9.8

曇時々雨

浬恐一時ifl可
のち崎

２０
3．３０

158

8．４０

144

16.10

159

21.20

148

2４ 23.2 26.8 2ｑ４ 2.0
ＮＮＥ

4.4

ＮＥ

9.7

ＩｌＷ－時雨

快爾
1.0

4.00

161

10.00

1“

16.50

157

22.10

149

2５ 21.7 26.6 15.4 Ｌ７

Ｅ

4.7

Ｅ

9.2

快ＩＷｉ

蹄

4．２０

158

10.20

、１４２

18.20

156

22.10

153

2６ 22.2 28.0 18.8 0.8

Ｗ

4.4

Ｗ

8.9

H貴Uりち⑱：囮りち
産『雨を伴う

雨
29.5

168

12.00

149

18.00

161

22.40

157

2７ 20.9 24.4 17.9 1.0
Ｎ

３．７

Ｎ

7.1

雨のち曇
一時噸
艶ｂ

す
－鴎テう
遍Ｉ

12.0
5．１０

165

12.50

146

2０４０

157

2ａ５０

154

2８ 22.8 24.3 19.8 ３．５
ＮＥ

5７

ＮＥ

１３．１

曇一時雨

曇時々雨
1.5

５．５０

１５８

※－－※＿
18.40

134

2９ 20.8 28.1 1８．１ 8.2
ＮＮＢ

6.5

Ｎ

１２．７

i雨のち曇
一時晴

曇
3５

6．４０

144

※＿
23.30

142

15.10

129

3０ ２１．７ 24.8 18.0 3.6
ＮＥ

５．６

ＥＮＥ

１１．８

賭

晴

8.40

148

３．５０

139

※
16.40

125



（２）水潟

６月：表層から１０ｍ届（２１～２０℃）はほぼ平年の水温を示している。水温分布に顕著な温

EiE差はみられないが，０～５，層において，夜見から湾口部にかけてやや高目の水塊の張り出しが
認められる。

９月：上層水より下層水の方がやや高月の傾向がみられるが，全体として，２６℃前後の平年水
温を示している。

（３）塩素避

６月：表層は１８．０～１８．８鈴の範囲で分布しており，日野川河口沖おエび美保関沖にやや低か

んな水帯がみられる。５．１０ｍ層は１８．６～１８．９銑の範囲で分布し，沿岸部が低く，湾口部が

高目の値を示している。

９月：調査を実施した当時，雨天が続いたためか，全体に低かんである。境水道出口から中野７１１

合の西部水域の表層は，中海水の影響を強く受け１５%｡以下の値を示していろ。

（４）ＣＯＤ

６月：各層とＩも0.6～1.8ｐｐｍの範囲の分布を示し，今戎での調査結果と比べてやや高目の値

となっており，沿岸部より湾ロ部の方に高い値の水帯がみられる。

９月：各属とも０．８～2.0ｐｐｍの分布を示し，６月と同様にやや寓目の値である。表層では，

境水道出口周辺，夜見～日野川河ﾛ沿岸および湾ﾛ東部に1.8～２０ｐｐｍの水帯があり，５．１０

加層ではⅨ湾中央部に高い値の収れん線がみられる。

（５）燭度

６月：各層とも０．２５～０６５ｐｐｍの分布で，比較的低い値を示した。

９月：=美保関，境水道，弓浜半島の沿岸にやユ寓目の水帯がみられるか，数値としては全体に低

く，表層で０．４５～０．８５，１０，屑で０．４５～１．８５である。

（６）透明度

６月：湾口部は８～１２ｍであるが，境水道出口,中野，夜見，日野川河口の沿岸部は6.5ｍ前

後の値を示しており，湾中央部が両者の収れん水域となっている｡

９月：境水道出口の４ｍを最低として，湾の東部へ向けて段階的に高くたり，淀江沖で１２ｍ以

上とたっている。

（７）流動調査

図２に流向，流速の測定結果を示し，参考としての流jmil想定線を附記した。左お，６月の測定値

は上げ潮のものであるが，９月の測定値は，Ｓｔ、１．４～８，sｔ、１１が下げ潮，８ｔ.９．１０．

１８が干潮時，８ｔ､２．８は上潮と，潮時力曇なっている点を奮意されたい。

－１８７－



表１水質調査結果（６月）

吾
輔
、

Ｓｔ 観測時間 採水層
水深

(魂）

水温

(℃）

透明度

(、）

燭度

(ppm）

c』

(脇）

ｐＨ ＣＯＤ

(ｐｐｍ）

ＤＯ

(ppm）

ＤＯの

飽和度
(妬）

流速

(塊）

流向

（。）
備考

1’ 魁
10.組 上中

８ ２１４

２０．６

３ １１

１３

1６．４５

１８４４

８２３

〃

2.10

1.10

6．６６

７．０７

８４

９１

0．１０

０．１０

２８５

３３０

１ 10.閉

上中
８ ２０．８

２０．５

５ 0.6

0.6

1８．６５

１８８０

8．２５

何

1３０

１．０７

6.94

7.11

９０

９２

0．０５

０．２５

２５

３６０

採水層

上履（１ ７１Ｚ ）

２ 10.05

土中下
1３ 2０８

２０６

1９．７

６

５４４０００
18.08

１８．６９

１８．９２

8２７

庁

8２６

1.23

1.19

1.17

7．２９

９

7．２４

９４

９３

９１ ００５１１２００．０
２００

２７０

２７５

中層（５ｍ）

下層（１０ )72 ）

３ 7.弱

上中下
２２ ２１．２

２１．２

２１．０

６

８５４●●●０００
１Ｍ４

１８６３

１８．７８

０７８２●■８８
〃

1．５９

１０１

０．８８

7.09

7.17

６〃４

９８

９８

８８ ５０５１１０●●■０００
１６０

２７０

２４０

４ 7．１５

上中下
２５

８８〃０００２２２
１１

３４４０００
1８４７

１８．９４

１８．９６

〃

”

8.28

1.01

0.45

1.47

7．０１

灯

7．４９

９１

〃

９７ ０００１３２Ｓ●●０００
２２０

２６５

２７５

５ 8．４１

上中下
１３

４８２１１０２２２
６

６８８●●●０００
１８８７

１８．５６

１８．９４

8．２９

８２９

８２４ ４７４９３８ＯＬ０
7．２３

６

7．０９

９５

９８

９１

0．１０

０．２５

０８５

１５０

２１５

２１０

６
§iｋ 8．２５

上

中

下

３２ ２１．６

２１２

２１０

７

６３７●●●０００
１Ｍ１

１８８４

１９．００ ５３０２２２■ｓＣ８８８
８

1．１０

８

7．１８

７．４７

７．１６

９４

９７

９４

０５？▲利上〃凸ＣＯ０
１２０

２００

２７０

７ 1３１５

上中下
２０ ２１．４

２１．２

２１．０

１２

Ｂ２２０００
1８．６９

１８８８

１８９９

8８０

〃

〃

0．９８

１８７

１．３７ １１８９０６●●□６７６
９１

９２

８６ ５５００２３●●●０００
２３０

３００

３２０



』
酌
坦

Ｓｔ 観測時間 採水層
水深

('厄）

水温

(℃）

透明度

(７〃）

濁産

(ppm）

c』

(船）

ＰＩＫ ＣＯＤ

(ppm） （

ＤＣ

ｐｐｍ ）

ＤＯの

飽和度
（粥）

流速

('ﾘ'&）

流向

（。）
備考

８ 9．５０

上中下
１１

３９７■］の□１００２２２
９

５３２●●●０００
１８｣Ｍ

１８８７

１８９８

8３０

８２８

〃 ４０４９５２００１
Ⅵ５５

７．８７

６３７

９９

９６

８３ ５５００１５●■●０００
３１０

hｒ

３００

９ 13.55

上中下
２２ ２１８

２１１

２１．０

１２

４２１０００
l８Ｔ９

１８．９８

１９．００

〃

8３０

８２８

1２３

０．８７

１．１０

7ｐ３

７ｂ５７

７Ｂ５

９３

９９

９６

0．１０

０．２０

〃

２６５

３２０

３３０

1０ 12.路 _上

中

下

1２

８００１Ｌｕ２２２
５

６２８●●己０００
１７．９２

１８６８

１８．９４

8３０

８．２７

９．２４

1２７

１．１６

１．６６

Ⅲ４９

Ｔ６２

６８４

９８

1００

８８ ５５５０１２●ＣＤ０００
２１０

２８０

２２０

1１ 8.弱

上中下
３３ ２１．２

２１．１

２０．９

1４

４５５■●●０００
l８Ｂ８

1８．９８

１８．９４ ８７７２２２８８８ ６９９１５５１ＬＬ
6．２１

6．５５

７８２１

８１

８５

９４

0．１０

〃

0．０５

３５０

３６０

３２０

1２ 魅
9．２５ 上中

９ ２０．８

２０２

６ 0.6

0.7

1８．６５

１８９３

8２８

８．２７

Ｌ５０

０．９７

7．３０

６．７６

９５

８７

0.05

0.20

１００

１９０

1３ 鬼４

ｎ.１０ 上中
６ ２１８

２０．６

６ 0.6

0.3

１８．６３

１８８６

8３０

８２６

0．７８

１．３７

7．４５

６．７９

９８

８８

0.05

0.25

1４０

１６５

1４ ｌｊｆ５
lＬ２２ 土中下

1３ ２０．８

２

２０．１

８

７５９ｂけ●０００
Ｉ８２６

１８Ｂ７

１８９８

”

8２８

８．２７

0.94

0J６９

Ｍ７

1５ 9．４８ 上

中

下

1０．５ ２０．６

２０．７

１９．６

７ 0.5

03

0.6

１８４２

１８．６８

１１９．００

〃

〃

8２５

０６４

１．５３

１．１６

1６ ８１８

上中下
１７ ２１３

２１．３

２０．３

７

４８５■●●０００
１８．５７

１８５８

１８８８

8．３０

〃

8２７ ８４００２３１ＬＬ



時
⑤
。 表２水質調査結果（９月）

1７ 9．０５

上中下
１１ ２１．４

２１．０

１９．６

８ 〃

0.4

08

1８．４９

１８．６９

１９．００

8３０

８２８

８２５ ７６９００５１１１
1８ 私

11.蛆 上中下
１３

６５０１００２２２
８

４１２●ＣＤ０００
1７．７８

１８８８

１８．８６

8．２８

Ｊｒ

〃 ０８５５０６●■巳１１０
1９ 13.00

上中下
１１ ２１．３

２１．０

２０．４

７ 0.4

02

〃

１８８１

１８７５

１８．９７

〃

〃

Ｍ９ ００５３５６１００
7．０７

6.50

6.98

９２

８４

９０

2０ 10.35

上中下
２０ ２１週

２１．１

１９．６

６ 0.7

0.4

〃

１７．９３

１Ｍ９

１８．９４

8．２７

８２８

８．２４ ２８１８２０ＯＬＬ

Ｓｔ 観測時間 採水届
水深

Cwz）

水温

(℃）

透明度

(魂）

燭度

(ppm）

cJZ

(乳66）

ＰＨ

（

ＣＤ。

pｐ、） （

ＤＯ

ｐｐ、）

ＤＣの

飽和度
(鰯）

流速

(､'§）

流向

（。）
備考

1ノ

物9i8５
９．４５

上

中 4.5

２５J０

２６．４０ 1.0

1４７

１９３

1２．１６

１６，２８

８４８

Ｍ0

2Ｂ４

０．８８

５

5６１

８８

７７ ００
３５０

6０

１ ”９.弱

Ｉ
10.12

上

中 9.0

２５９５

２６．００ 4.0

0．６９

0．７８

1４．７７

１６．２７

８４５

Ｍ２

128

1.09

３

Ｍ１

9０

８３

0．１５

００７

１１０

５０

２ ％
@,4．

Ｉ

5９

15.15 上中下 1５０

２６．７

２６．７

２６．６ 6.0 ９８７６２３●．●●０００ ５８４賦

０８●７１１１ ２１８「肌肌期
L８１

１．０２

１２９ １７８９５４●Ｏｐ６６６
９６

９３

９２

0．０５

２

0．１０

１６０

５０

3００

８ 〃
白

15.80

'1
15.組 上中下 1９．０

２６ＢＯ

２６．７０

２６ＢＯ 9.0 ９３３５２２●●●０００
１６．５１

１７．５９

１７．７６

8４１

８４１

８４１

’９２

９２６９●▲●●１００ ６６５８７６６６６
９５

９６

９５ ０２５２０００００
1４０

９０

1００

鯖

波浪１



芦
廻
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出ＯｌＨ副８１Ｉ－ｂＢ
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Ｓｔ 観測時間 採水層
水深

('皿）

水温

(℃）

透明度

(塊）

燭度

（ ｐｐｍ ）

Ｃｆ

(齢）

ＰＨ ＣＤＯ

(ppHn）

ＤＣ

(ppm）

、。の

飽和度
(妬）

流速

(､),§）

流向

（。）
備考

４ 湯 10.鍋

ｌ
ｌｌ－ＯＯ 上中下 ２２．０

２６．４５

２６．６０

２Ｍ０ 8.0 ７２２３３３●ｑ●０００ １０７２３５，●①６７７１１１
8．４２

８．４２

８４０ ８８５８５３□ｑ■０００ １６８６４２■｜□●６６６
９１

９１

８９ ５５０２１１①●■０００
１００

３５０

０

５ 〃

7．４０

ｌ
７Ｌ５５ 上中下 1５．０

２５５０

２Ｍ０

２６５５ 7.0 ９８４６２６●●●’０００
１６－４７

１７．１３

１７２７９ ２００４４４８８８ ３４７７７６●□●１００
6３７

６．６４

６．２６

８６

９２

８９ ５５５０２００００
３６０

０

1０

６ 滋 7L５０

（
8． 1５

上

中

下 ３２．０

２６．６０

２６．６０

２６８０ 9.5 １６８４４１０●●０００
１７．５７

１７k６９

１７．８５

8．３５

８．３８

８４０ ３８６１２１２１２ ５５３２９９■●▲６６６
８８

８８

９９ ０５０１２１０００
１５０

２１０

１８０

７ 〃

9．２５

１
９.開 上中下 ２１．０

２６．４０

２６．４０

２６．８０ １４０ ９２８５３２■ロロロ０００
1７．３４

１７．４１

１７．６２ ００８４４３８８８ ６８１８８３１ＬＬ ４８３６８８●Ｂ●６６６
９８

９６

９７ ０５０１０１。●の●０００
１５０

２７５

２９０

８ 〃

10.40

1
10.59 上中下 １４．０

2５．６０

２６．１０

２６．７０ １１０ ７６１３４４０■｝■０００
１６．４０

１７．１２

１７．６６

8．４０

８８５

８３８

1．５９

１３４

１．４１

7．０９

６８２

￣

９６

９５ ５５１００００００
１９０

２６５

２９０

９ 〃

13.22

ｉ
13.38

上

中

下 ２２．０

２Ｍ０

２６．６０

２６．７０ １１．０ ３８７２２３□●●０００
１７．２３

１７．５１

１Ｔ７３

8４０

８．４０

８８２ １５２８９５■■●００１
7.09

688

6.70

１００

９７

９５ ０５５２０００００
２００

１０

３４０

1０ 〃

12,42

1
13.00 上中下 １２．０

２６．４０

２Ｍ0

２７．２０ 9.0 １６８４４２●●●０００
１７．０７

１７．２０

１７．５１

8８２

８．４０

８８６ ９１８１８８句■■２１１
●

、ザ Ｍ６

６．８０

６２０

９６

９５

８８ ００２１１０●ｐの０００
２５５

３８０

１６５

1１ 〃

8．４５

１
９．００ 上中下 ２９．０

００８７〃６６６２２２ 1４．０ ８２１２３４。Ｃｅ０００
１７８２

１７．８０

１７５７２

ＭＯ

８３８

８３８

１３８

Ｌ５９

Ｌ３８ ２５５４１７７７６
１０４

１０１

９６ ０５５２１２●巳の０００
２００

２５０

２６０



ｌＩＤｌzＣ

房
②
画

1２ 粉
8．３０

１
8．４５ 上中下 １００ １３５●●白５６６２２２ 7， ５８２５汀０００２ ５８２５２９４７７１１１

8.4.5

8.33

Ｐ ２４１６９’８Ｌ００ ３７８５５５⑤５５
８６

７８

７９

0．１５

０．１０

３０

４０

1３ 粉'1Ｉ
3３

11.45 上中 9.0 ３．》５５２２ 6.0

0．２８

０．８２

１６．９２

１７．１４

8．３８

８８８

1.59

1息９

6．８６

６８９

９５

９６

0．２０

０．１０

２７０

２３０

1４ 〃

15.30

1
15.48 上中下 １５J０

２６８

２６．７

２６５ 4０ ５１９〃５２１０１
１７．０７

１７．５８

１７．７６ ２５５４４４■●●８８８ ２２２１３５ｚＬＬ
1５ 聡 9００

１
９． 1５ 上中下 11.0

２５９

２６．７

２Ｗ 6-0 ６１２４５３●●の０００
１５２９

１７．３４

１７．７７ ８５２４８４８８８
2.09

131

1.52

1６ ％614.82

14.45 上中下 １６０

２６７

２６．６

２６８ 8.0 １９７０５８１００ ９９０６２７Ｇ私冠１１１’ ５５５４４８８一

L６６

１３８

１．３８

1７ 湯 8.05

８． 2０ 上中下 １１．０

２５６

２６２

２６．６ 7.0 ２５４９５６●●中０００
１６．４９

１７．１０

１７．８４

8４８

８．４５

８．４５ ９９２Ｆ４３１１１
1８ 翅61218

１
１２．３０ 上中下 １１．０

２６０

２６３

２７．０ 1０．０ １８８４１２０■００００
１６．８４

１７．２２

１７．７２

Ｍ６

８４５

８．４５ ８２５５２９１Ｌｕ
1９ 〃

10.05

１
１０２０ 上中下 １７．０

２Ｍ

２６．４

２６牙 １３．０ ２２２３３３０００ １６
１９５■７’１１１

8．８６

８．４８

８８６ ２８４３〃２１０１
6．５５

６．８０

６．６５

９２

９６

９４ ０５５１００■●■０００
１７０

２１０

３００

2０ 〃

11.10

１
１１．２２ 上中下 １４０

２５９

２６．０

２７．０ １１．０ ８８７２１３｛中■■０００
１６．７１

１７．６２

１７．７２ ５５２４４８８８８ ６４１５２８１１１



6月（上げ潮時）
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９月（下げ潮時）
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、生物調査の部

１．鯛査方法

６月，９月の２回，図８に示した定点で調査を実施した。

･９

図３プランクトン調査定点

プランクトン採集には北大平洋標準ネット（ＮｏｒｐａｃＮｅｔ）にミクロプランクトンを目的と

してミュラーガーゼｘｘ１３１３を取り付けたものを用いた。採集方法は海面下１０ｍ（水深１０

ｍ以洩の定点では海底上１ｍ）から毎秒５０ｃｍの速さで垂直的に奥網した。採集したプランクトン

はただちにホルマリンを１０筋溶液にたるよう注加固定し，後日実験室にて|鏑iした。

２調査結果

プランクトンの採取地点別の組成を表３に示した。出現量については５段階で表示し，ｃｃ：非

常に多い，Ｃ：多い，＋：普通，Ｒ：少ない，ＲＲ：稀に出現する種類とした。

④６月のプランクトン相

多く出現した種属は珪藻類，驍脚類，有色鞭毛類などであった。

植物性プランクトンは珪藻類が８１種検出され，このうち各定点でＮｉｔｚｓｃｈｉａｓｅｒｉａｔａ

が優先極として比較的多く出現し，ついでＲｈｉｚｏＢｏｌｅｎｉａａｌａｔａが普通に見られた。霞

た，蛍的には少ないがＴｈａｌａｓｓｉｏｔｂｒｉｘｆｒａｕｅｎｆｅｌｄｉｉ力洛定点に見られた。これら

８種以外では各種類とも余り多く出現していたかった。

－１９５－



、動物性プランクトンは榛脚類２０種，有色鞭毛類１５種，各il1K幼体１０種，枝角類６種，繊毛虫

類４種，尾虫類３種，輪虫類，サルパ類各２種検出された。これらのうち，僥脚類のＯｉｔｈｏｎａ

ｎａｎａ,､枝角類のＥｖａｄｎｅｔｅｒｇｅｓｆｉｎａ，ＰｅｎｉｌｉａＳＣｈｍａｃｋｅｒｉ，有色鞭毛類の

Ｃｅｒａｔｉｕｍｍａｃｒｏｃｅｒｏｓ，ＮｂｃｔｉｌｃａｓｃｉｎｔｉｌｌａｎｓｐＣｏｐｅｐｏｄａｎａｕｐｌｉｉ

などが各定点によく出現していた。また，梶脚類のＰａｒａＣｙＣｌｏＰｉｎａｎａｎａは境水道での

み多く出現し，枝角類のＰＯｄＯｎ－ＰＯＩｙＰｎｅｍｏｉｄｅＢ－は弓浜半島寄りの沿岸部で多く出現し

た。

⑪９月のプランクトン相

プランクトンの極属榊成の主体は珪藻類，有色鞭毛類であり，ついで榛脚類，尾虫類發エび各種ｉ

幼体であった。６月に比べその構成には殆んど差違は見ちれなかったが珪藻類，有色鞭毛類，携脚

類などの種類が著しく増加した。‐

植物性プランクトンは珪藻類が４２種類検出され，６月に比べ種類は多Vr誌一堂的に･は少なく，

各定点｢で比較的普通に出現したものはＴｈａｌａＳｃｉｏｎｅｗＨｆｉＴｔｒ宮でrrr｢i~｡e玩一ｒ]ｊｒａｌａ－ヘ
，：．』,. ．￣:．…三

ＳｓｉｄｔｈｒｉＸｆｒａｎｅｎｆ－ｅｌｄｉｉ，Ｎｉｔｚｓｃｈｉａｓｅｒｉａｔ毬などであった５しﾗｸﾙ,、６３
０

月優先したＲｈｉｚｏｓｏｌｅｎｉａｃａｌｃａｒ－ａｖｉｓ，Ｒｈｉｚｏ，ｓｔｙｌｉｆｏｒｍｉＳなどは減退
，Ｉ…．．Ｆ

した。

動物l生プランクトンは，有色鞭毛類４１種，儲脚類３１類，各種幼体１０種，尾虫類-9F種，繊毛
’↑

虫類41種，有孔虫類８種，枝角類，放散虫類各２種，ヒドロ水母類，輪虫類，矢虫類左ど各１種検

出された。これらのうち比較的普通に各定点でみられたものはジ有色鞭毛類のＣｅｒａｔｉｕｍ
．．Ｊ

ｍａｃｒｏｃｅｒｏｓＤＰｙｒｏｃｙｓｔｉｓｎｏｃｔｉｌｕｃａ－，儲脚類のOi-thoIIar-na1Ta-b-Cop-

eｐｏｄａｎａｎＰｌｉなどがあげられる。雀たJ量的には少ないが有色鞭毛類のPyr了丁r｢ｌｒａｃｕ８
手

ｈｏｒｏ１ｏｇｉｃｎｍ，尾虫類のＯｉｋｏｐｌｅｕｒａｓｐｐ，各種幼体のＶｅｌｉｇｅｒｓｔａ･ｇｅ

ｌａｒｖａ，魚卵など各定点て混られた。また，６月同様汽水産擁脚類のＰａｒａｃｙｃｌｏｐｉｎａ

ｎａｎａ力鏡水道でのみ多蚤に出現した。この他に６月に優勢した枝角類（Ｅｖａｎｄｅｔｒａｇ－

ｅｓｔｉｎａ，Ｐｅｎｉｌｉａ３ｃｈｍａｃｋｅｒｉなど）は１２i類も量的にも減少した。

－．１９６－



表３
（５０年６月）

-１９７－

種一扇－－２三一点 ａ ｂ Ｃ 。 ｅ ｆ ９ ｈ

ＭＧ１ｏｓｉｒａ ｂｏｒｒｅｒｉ ＲＲ ＲＲ

Ｌａｕｄｅｒｉａｂｏｒｅａｌｉｓ Ｒ ＲＲ ＲＲ

Ｇｕｉｎａｒｄｉａｆｌａｃｃｉｄａ ＲＲ ＲＲ

Ｃｏｓｃｉｎｏｄｉｓｃｕｓ ａｓｔｅｒｏｍｐｈａｌｕｓ ＲＲ Ｒ Ｒ

ＣＯＳ． ｇ１ｇａＳ ＲＲ Ｒ Ｒ Ｒ

Ｃｏｑ ｅｘｃｅｎｔｒｉｃｕｓ ＲＲ ＲＲ

Ｃｏａ ｇｒａｎ１１ Ｒ

Ａｒａｃｈｎｏｉｄｉｓｃｕｓｅｈｒｅｎｂｅｒｇｉ RＲ ＲＲ ＲＲ

Ｒｈｉｚｏｓｏｌｅｎｉａａｌａｔａ 十 十 ＋ ＋ 十 十 十 ＋

Ｒｈｉｚｑ ｃａｌｃａｒａｖｉｓ Ｒ Ｃ Ｒ ＋ ＋ Ｒ Ｒ ＋

Ｒｈｉｚｏ， ｓｔｙｌｉｆｏｒｍｉｓ ＲＲ Ｒ ＋ Ｒ 十 十

Ｒｈｉｚｏ・ｓｔｙｌｉｆｏｒｍｉｓｖａｒ・lａｔｔｓｉｍａ Ｒ

Ｒｈｉｚｏ、ｈｅｂｅｔａｔａｆ ｓｅｍｌｓｐ】、ａ● Ｒ 十 Ｒ 十 Ｒ

Ｒｈｉｚｏ・ ｉｍｂｒｉｃａｔａ RＲ ＲＲ

Ｒｈｉｚｏ・ ｃａｓｔｒａｃａｎｅｉ Ｒ

Ｒｈｉｚｏ・ ａｃｕｍｉｎａｔａ ＲＲ

Ｃ１ｉｍａｃｏｄｉｕｍｂｉｃｏｎｃａＶｕｍ ＲＲ ＲＲ ＋ ＲＲ

Ｂａｃｔｅｒｉａｓｔｒｕｍ ｓｐ． RＲ ＲＲ

Ｂｉｄｄｕｌｐｈｉａｐｕｌｃｈｅｌｌａ ＲＲ

Ｅｕｃａｍｐｉａｚｏｏｄｉａｃｕｓ ＲＲ

Ｔｒｉｃｅｒａｔｉｕｍｆａｖｕ８ ＲＲ

Ｃｈａｅｔｏｃｅｒｏｓ ｄｅｃｉｐｉｅｎＢ ＲＲ Ｒ

Ｃｈａ．ｓｐ． ＲＲ Ｒ ＲＲ ＲＲ

Ｔｈａｌａｓｓｉｏｎｅｍａｎｉｔｚｓｃｈｉｏｉｄｅｓ ＲＲ ＲＲ Ｒ

Ｔｈａｌａｓｓｉｏｔｈｒｉｘ ｆｒａｕｅｎｆｅｌｄｉｉ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ 十 Ｒ 十 Ｒ

Ｔｈａｌ．ｌｏｎｇｉｓ８ｉｍａ ＲＲ ＲＲ Ｒ Ｒ

Ｎｉｔｚｓｃｈｉａｓｅｒｉａｔａ 十 Ｃ ＋ 十 Ｃ Ｃ Ｃ ＋

Ｎｉｔｚ、 １ ｏｎｇｌｓｓ１ｍａ ＲＲ ＲＲ Ｒ ＲＲ



－１９８－

憲司盲~－－－－定点 ａ ｂ Ｃ ． ｅ ｆ ９ ｈ

ＣｌｉｍａｃｏＳｐｈｅｎｉａｍｏｎｉｌｉｇｅｒａ ＲＲ

Ｂａｃｉｌｌａｒｉａｐａｒａｄｏｘａ ＲＲ

Ｃｏｃｃｏｎｅｉｓ ８１１ RＲ ＲＲ

ＣｅｒａｔｉｕｍｍａｃｒｏｃｅｒｏＢ ＋ Ｃ Ｃ Ｃ ＋ Ｃ ＋ ＋

Ｃｅｒ ｔｅｎｕｅ ｆ
●

ｉｎｃｌｉｎａｔｕｍ ＋

Ｃｅｒ･ ｐｕｌｃｈｅｌｌｕｍ RＲ Ｒ 十 Ｒ

Ｃｅｒ， ｃａｒｒｉｅｎｓｅ RＲ RＥ

Ｃｅｒ・ ｔｒｉｐｏｓ ＲＲ Ｒ ＋ ＋

Ｃｅｒ・ ｋｏｆｏｉｄｉｉ ＲＲ

Ｃｅ『．ｆｕｓｕｓｖａ児ｓｃｈｉｊｔｔｉｉ Ｒ

Ｃ ｅｒｏ ｔｒｉｃｈｏｃｅｒｏｓ ＲＲ ＋

Ｃｅ】P・ ｃａｎｄｅｌａｂｒｕｍ Ｒ

Ｐｙｒｏｃｙｓｔｉｓｎｏｃｔｉｌｕｃａ ＲＲ Ｒ ＲＲ Ｒ ＲＲ ＲＲ

Ｐｙｒ・ ｌｕｎｕｌａ ＲＲ

Ｐｙｒｏｐｈａｃｕｓｈｏｒｏｌｏｇｉｃｕｍ ＲＲ Ｒ Ｒ ＋ 十 Ｒ Ｒ 十

ＰｅｒｉｄｉｎｉｕｍｏｃｅａＴＬｉｃｕｍ Ｒ Ｒ 十 十 ＋

Ｐｅｒｉ、 ｐｅｎｔａｇｏｎｉｕｍ 十

Ｎｏｃｔｉｌｃａｓｃｉｎｔｉｌｌａｎｓ ＋ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

Ｔｉｎｔｉｎｎｏｐｓｉｓｒａｄｉｘ ＲＲ

Ｔｉｎｔ ｋｏｆｏｉｄｉ ＲＲ

Ｔｉｎｔｉｎｎｕｓｌｕｓｕｓ－ｕｎｄａｅ RＲ

Ｆａｂｅｌｌａｅｈｒｅｎｂｅｒｇｉｉ ＲＲ ＲＲ Ｒ Ｒ Ｒ

Ｓｙｎｃｈａｅｔａｓｐ●
Ｒ ＲＲ

Ｃｅｐｈａｌｏｄｅｌｌａｃａｔｅｌｌｉｎａ ＲＲ

Ｅｖａｄｎｅ ｔｅｒｇｅｓｔｉｎａ Ｒ cｃ ｃｃ ＣＣ ＋ Ｃ 十

Ｅｖａｄ ｎｏｒｄｍａｎｎｉ Ｒ ｃｃ Ｃ Ｃ

Ｅｖａｄ．ｓｐｉｎｉｆｅｒａ ＋

Ｐｏｄｏｎｐｏｌｙｐｈｅｍｏｉｄｅｓ ＋ Ｃ

Ｐｅｎｉｌｉａｓｃｈｍａｃｋｅｒｉ Ｒ Ｃ Ｒ Ｃ Ｃ Ｃ 十 Ｃ



匡

圧

｜Ｃｌ‐｜
Ｆ
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
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一’

１１

辰

＝
－１９９－

種､扇一定点 ａ ｂ Ｃ 。 ｅ ｆ ９ ｈ

ＰｏｄｏｎｓＣｈｍａｃｋｅｒｉ ＲＲ Ｃ ｃｃ

Ｃｌｙｔｅｍｎｅｓｔｒａｓｃｕｔｅｌｌａｔａ ＲＲ

Ｃａｌａｎｕｓ ｈｅｌｇｏｌａｎｄｉｃｕｓ ＲＲ

Ｐａｒａｃａｌａｎｕｓａｃｕｌｅａｔｕｓ Ｒ Ｒ

Ｐａｒａ・ ｐａｒｖｕｓ Ｒ ＋ ＋ Ｒ ＋ ＋

Ｏｉｔｈｏｎａｎａｎａ 十 Ｃ Ｃ Ｃ ＋ Ｃ ＋ ＋

Ｏｉｔ．ｓｉｍｉｌｉＢ Ｒ Ｒ 十 ＋

Ｏｉｔ ｐ● ｌｕｍｉｆｅｒａ ＲＲ ＋ Ｒ

Ｏｉｔ．ｓｅｔｉｇｅｒａ Ｒ 十 十

Ｃａｌｏｃａｌａｎｕｓ ｐａｖｏ ＲＲ

Ａｃｒｏｃａｌａｎｕｓｇｒａｃｉｌｉｓ

Ｌａｂｉｄｏｃｅｒａｊａｐｏｎｉｃａ

ＲＲ

ＲＲ

Ｅｕｔｅｒｐｉｎａａｃｕｔｉｆｒｏｎｓ ＲＲ ＲＲ ＲＲ ､Ｒ

Ｐａｒａｃｙｃｌｏｐｉｎａｎａｎａ ｃｃ 十

Ｐａｃｈｙｓｏｍａ ｄｅｎｔａｔｕｍ ＲＲ

Ａｃａｒｔｉａｃ１ａｕｓｉ ＲＲ Ｒ Ｒ 十 ＲＲ

Ｃｏｒｙｃａｅｕｓｖｅｎｕｓｔｕ８ Ｒ

Ｏｎｃａｅａｍｅｄｉａ ＲＲ

Ｓａｇｉｔｔａｓｐｐ． Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ 十 Ｒ

Ｆｒｉｔｉｌｌａｒｉａｓｐ Ｒ

Ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｒｉａｓｐ． ＲＲ ＲＲ Ｒ ＲＲ ＲＲ ＲＲ

Ｏｉｋｏｐｌｅｕｒａｒｕｆｅｓｃｅｎｓ Ｒ ＲＲ

Ｏｉｋ
●

ｄｉｏｉｃａ Ｒ

Ｏｉｋ
ロ sｐｐ Ｒ 十 Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ 十 Ｒ

Ｄｏｌｉｏｌｕｍｎａｔｉｏｎａｌｉｓ ＲＲ ＲＲ Ｒ

、０１．ｇｅｇｅｎｂａｕｒｉｆ．ｔｒｉｔｏｎｉｓ ＲＲ

Ｖｅｌｉｇｅｒｓｔａｇｅｌａｒｖａ Ｒ ＋ Ｒ ＲＲ ＋ ＲＲ Ｒ Ｒ

Ｃｏｐｅｐｏｄａｎａｕｐｌｉ 十 十 十 ＋ ＋ 十 十 十

Ｂａｌａｎｕｓｎａｕｐｌｉ Ｒ 十 Ｒ ＋ ＲＲ



惇

（５０年９月）

厚

Ｆ
正｜
’

后
-２００－

種爾~--2＝_fｉ ａ ｂ Ｃ ． ｅ ｆ ９ ｈ

ＦｉＢｈｌａｒｖａ ＲＲ

Ｆｉｓｈ ｅｇｇｓ ＲＲ Ｒ ＲＲ、 Ｒ Ｒ』 Ｒ Ｒ 十

Ｓｐｉｏｐｈａｎｅｓｂｏｍｂｙ(ｘ ＲＲ

ＺｏｅａｏｆＳｅｒｇｅｓｔｅｓｌｕｃｅｎｓ ＲＲ ＲＲ ＲＲ

ＺｏｅａｏｆＮｅｐｔｕｎｕｓｔｒｉｔｕｂｅｒｃｕｌａｔｕｓ ＲＲ RＲ

Ａｌｉｍａｌａｒ▼ａｏｆＳｑｕｉｌｌａｏｒａｔｏｒｉａ ＲＲ

Ｐｏｌｙｄｏｒａｃｉｌｉａｔａ RＲ

冠~弓薗－－－－－－２皇_虚 ａ ｂ Ｃ 廩。 ｅ ’シｆ ９ ｈ

Ｓｋｅｌｅｔｏｎｅｍａｃｏｓｔａｔｕｍ ＋ 十 Ｒ _＋： ・Ｒ ～Ｒ Ｒ、 Ｒ

Ｌｅｐｔｏｃｙｌｉｎｄｒｕｓｄａｎｉｃｕｓ ＲＲ

Ｔｈａｌａｓｓｉｏｓｉｒａ s、 ＲＲ ＲＲ

ＣｏｓｃｉｎｏｄｉｓｃｕｓａＢｔ ｅｒｏｍｐ ｈａｌｕ８ Ｒ Ｒ Ｒ ＋

Ｃｏｓ ｇｌｇｕｓ
Ｂ

ＲＲ Ｒ Ｒ Ｒ

ＣＯＳ
O■

ｇｒａｎｌｌ 十． 十

ＣＯ Ｓ
●

ｅＸｃｅ:ｎｔｒｉｃｕｓ _＋ 十

ＡｃｔｙｎｏｐｔｙＣｈｕｓｕｎｄｕ'１ａｔｕｓ ＲＲ

Ａｒａｅｈｎｏｉｄｉｓｃｕｓｅｈｒｅｎｂｅｒｇｉ ＲＥ ＲＲ． 牝■閂一・

ＨｅｍｉｄｉｓｃｕｓｃｕｎｅｉｆｏｒｍｉＳ ＲＲ

Ｒｈｉｚｏｓｏｌｅｎｉａｓｔｏｌｔｈｅｒｆｏｔｈｉｉ Ｒ、

ＲｈｉＺｏ・ ｒｏｂｕｓｔａ ＲＲ

Ｒｈｉｚｏ・ ｉｍｂｒｉｃａｔａ ＲＲ

Ｒｈｉｚｏ．…ｃａｌｃａｒａｖｌｓ ＲＲ ＲＲ Ｒ ,十 Ｒ Ｒ≦ Ｒ 十

ＲｈｉＺｏ・ ｈｅｂｅｔａｔａｆ
● ｓｅｍｌｓｐｌｎａ Ｒ

Ｒｈｉｚｏ、 ａｌａｔａ Ｒ Ｒ 十 Ｒ

Ｒｈｉｚｏ・ｓｔｙｌｉｆｏｒｍｉＳｖａｒ・lａｔｉｓｓｉｍａ ＲＲ

Ｂａｃｒｔｅｒｉａｓｔｕｍｖａｒｉａｎｓ ＲＲ ＲＲ Ｒ



－２０１－

種~弓扇－－－－－空点 ａ ｂ Ｃ 。 ｅ ｆ ９ ｈ

Ｂａｃｔｅｒｉａｓｔｒｕｍ sｐｂ ＲＲ

ＣｈａｅｔｏＣｅｒｏｓ ｃｏｍｐｒｅｓｓｕｓ ＲＥ ＲＲ

Ｃｈａｅｔｏｃｅｒｏｓａｔｌａｎｔｉｃｕｓ var6neapolitana ＲＲ Ｒ ＲＲ Ｒ

Ｃｈａ．ｃｏａｒｃｔａｔｕｓ ＲＲ Ｂ ＲＲ

Ｃｈａ･ ｐｅｒｕｖ１ａｎｕｓ Ｒ

Ｃｈａ．。ｅｃｌｐｌｅｎｓ Ｒ ＲＲ ＲＲ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒｎ Ｒ

Ｃｈａ．ｔｅｔｒａｓｔｉｃｈｏｎ ＲＲ

Ｃｈａ．ｓｅｔｏｅｎｓｉｓ Ｒ

Ｃｈａ・ lａｃｉｎｉｏｓｕｓ Ｒ

Ｃｈａ・ ｄｉｖｅｒｓｕｓ ＲＲ ＲＲ Ｒ

Ｂｉｄｄｕｌｐｈｉａｍｏｂｉｌｉｅｎｓｉｓ Ｒ ＲＲ Ｒ

Ｂｉｄ．ｌｏｎｇｉｃｒｕｒｉｓ ＲＲ Ｒ

Ｂｉ。 １ｏｎｇｉｃｒｕｒｉｓｗｌⅢhyalina● ＲＲ

Ｂｉ。 ｓｌｎｅｎｓ１ｓ０ ＲＲ ＲＲ

Ｈｅｍｉａｕｌｕｓｓｉｎｅｎｓｉｓ ＲＲ ＲＥ

Ｈｅｍ・ ｈａｕｃｋｉｉ ＲＲ ＲＲ

Ｃ１ｉｍａｃｏｄｉｕｍｂｉｃｏｃａｖｕｍ Ｒ

Ａｓｔｅｒｉｏｎｅｌｌａ Ｊａｐｏｎｌｃａ Ｒ ＲＲ ＲＲ Ｒ Ｒ ＲＲ ｃｃ

Ｔｈａｌａｓｓｉｏｎｅｍａｎｉｔｚｓｃｈｉｏｉｄｅｓ ＋ ＋ 十 十 十 十 Ｃ

ＴｈａｌａｓｓｉＯｔｈｒｉＸ ｌｏｎｇｉｓｓｉｍａ Ｒ ＲＲ ＲＲ 十 Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

Ｔｈａｌ．ｆｒａｕｅｎｆｅｌｄｉｉ 十 十 十 十 十 ＋ Ｃ

ＣｌｉｍａｃＤｓｐｈｅｎｉａｍｏｎｉｌｉｇｅｒａ ＲＲ

Ｎｉｔｚｓｃｈｉａｓｅｒｉａｔａ 十 ＋ 十 ＋ Ｒ ＋ 十 十

Ｐ１ｅｕｒｏｓｉ ｇｍａｓｐ● ＲＲ ＲＲ ＲＥ

Ｄｉｃｔｙｏｃｈａｆｉｂｕｌａ 十

Ｅｂｒｉａｔｒｉｐａｒｔｉｔａ ＲＲ

Ｄｉｎｏｐｈｙｓｉｓ ｈｏｍｕｎｃｕｌｕｓ ＲＲ

Ｄｉｎｏ、 ｈｏｍｕｎｃｕｌｕｓｖａｒ・ ｔｒｉｐｏｓ ＲＲ

Ｃｅｒａｔｏｃｏｒｙｓ ｈｏｒｒｉｄａ ＲＲ ＲＲ ＲＲ ＲＲ Ｒ



壇錘

－２０２－

種~弓颪~－－－－－－－塁点 ａ ｂ ０ 。 ｅ ｆ ９ ｈ

Ｃｅｒａｔ．ｊｏｕｒｄａｎｉ ＲＲ

Ｏｒｎｉｔｈｏｃｅｒｃｕｓ ｍａｇｎｌ ｆｉｃｕｓ ＲＲ

Ｏｒｎｉｔｈ．ｓｅｒｒａｔｕｓ ＲＲ

Aｍｐｈｉｓｏｌｅｎｉａｂｉｄｅｎｔａｔａ ＲＲ ＲＲ ＲＲ

ＮｏｃｔｉｌｕｃａｓｃｉｎｔｉｌｌａｎＢ 十

Ｐｙｒｏｃｙｓｔｉｓｎｏｃｔｉｌｕｃａ 十 十 十 Ｒ 十 ＋ 十 Ｒ

Ｐｙｒ･ lｕｎｕｌａ ＲＲ

ＰｙＴ・ ｆｕｓｉｆｏｒｍｉｓ Ｒ ＲＲ

Ｐｙｒｏｐｈａｃｕｓ ｈｏｒｏｌｏｇｉｃｕｍ Ｒ Ｒ

Ｐｅｒｉｄｉｎｉｕｍｏｃｅａｎｉｃｕｍ Ｒ ＲＲ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

Ｐｅｒｉ ｐｅｎｔａｇｏｎｕｍＤ ＲＲ

ＰｅＴｉ・ ｆａｌｔｉ ｐｅｓ ＲＲ RＲ

Ｃｅｒａｔｉｕｍｋｏｆｏｉｄｉｉ ＲＲ

Ｃｅｒ・ ｐｕｌｃｈｅｌｌｕｍ Ｒ

Ｃｅｒ・ ｆｕｓｕｓ Ｒ Ｒ 且 Ｒ、 Ｒ Ｒ

Ｃｅｒ・ ｅｘｔｅｎｓｕｍ Ｒ Ｒ Ｒ

Ｃｅｒ・ ｐｅｎｎａｔｕｍ Ｒ )ＲＲ－ ＲＲ

Ｃｅｒ・ ｐｅｎｎａｔｕｍｆ.．ｐｒｏｐｒｌａ ＲＲ

Ｃｅｒ・ ｍａｃｒｏｃｅｒｏｓ ＋ 十 Ｃ Ｒ 十 Ｒ 十 ＋

Ｃｅｒ．ｍａｃｒｏｃｅｒｏｓｖａｒ．ｇａｌｌｉｃｕｍ Ｒ

ｃｅｒ・ ｂｒｅｖｅ Ｒ ＲＲ

ｃｅｒ･ ｇｉｂｂｅｒｕｍ ＲＥ Ｒｎ Ｒ

Ｃｅｒ・ ｇｉｂｂｅｒｕｍｖａｒ ●
ｓｉｎｉｓｔｒｕｍ ＲＲ

Ｃｅｒ．ｃｏｎｔｏｒｔｕｍ ＲＲ

Ｃｅｒ．ｃｏｎｔｏｒｔｕｍｖａｒ
●

ｓａｌｔａｎｓ ＲＲ

Ｃｅｒ･ ｔｒｉ ｐｏｓ Ｒ ＲＲ Ｒ Ｒ Ｒ ＲＲ Ｒ

Ｃｅｒ、 ｈｕｍｉｌｅ Ｒ ＲＲ

Ｃｅｒ．ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍ ＲＲ

Ｃｅｒ・ ｉｎｆｌｅｘｕｍ Ｒ



－２０３－

|~霜弓扇一＝ﾆﾆﾆﾆﾆヱﾆ三コ､薔弓扇＝＝ミニニニニヱニ三コ
Ｃｅｒｈｃａｒｒ１ｅｎｓｅ

ａ ｂ Ｃ

＋

。

＋

ｅ ｆ ９

Ｒ

ｈ

Ｒ
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